
１
４
０
０
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
美

濃
焼
。
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
美
濃

焼
は
、
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
で
あ
り
、

伝
統
工
芸
で
あ
り
、
芸
術
で
も
あ
り
、

多
様
な
側
面
を
有
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
博
物
館
の
建
て
替
え
に
向
け

て
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
を
め
ど
に
一
時

休
館
と
な
る
当
館
で
は
、
開
館
44
年
の

収
集
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
か

ら
は
そ
の
第
２
弾
と
し
て
「
現
代
の
作

り
手
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
土
岐
市
政

の
あ
ゆ
み
と
密
接
に
関
わ
り
合
い
な
が

ら
形
成
さ
れ
て
き
た
当
館
の
美
術
工
芸

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
当
館
の
美
術
工
芸
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
礎
と
な
る
の
は
、
初
代
土
岐

市
長
二
宮
安
徳
氏
が
在
職
中
に
収
集
し

た
４
０
０
点
を
超
え
る
作
品
群
で
す
。

地
元
作
家
の
み
な
ら
ず
、
濱は
ま

田だ

庄し
ょ
う
じ司

や

棟む
な

方か
た

志し

功こ
う

と
い
っ
た
民み

ん

藝げ
い

作
家
た
ち
と

の
交
流
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
し
て
、
姉
妹
都
市
イ
タ
リ
ア
フ
ァ

エ
ン
ツ
ァ
市
の
作
家
カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ

や
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
チ
マ
ッ
テ
ィ
の
作
品

か
ら
は
、
歴
史
あ
る
陶
磁
器
産
地
同
士

の
文
化
交
流
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
に
は
、

当
市
主
催
の
も
と
日
本
現
代
陶
彫
展
が

始
ま
り
、
や
き
も
の
を
器
（
道
具
）
で

は
な
く
芸
術
と
し
て
も
大
き
く
発
展
さ

せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

に
土
岐
市
織
部
の
日
が
制
定
さ
れ
る
と
、

４
０
０
年
前
に
茶
陶
「
美
濃
桃
山
陶
」

を
生
産
し
た
歴
史
を
背
景
に
、
織
部
の

心
作
陶
展
や
現
代
茶
陶
展
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
現
代
茶

陶
展
は
現
在
も
続
く
全
国
規
模
の
公
募

展
と
し
て
、
多
く
の
作
り
手
の
登
竜
門

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
展
示
す
る
約
70
点
の
作
品
か

ら
は
、
当
市
が
歩
ん
で
き
た
時
代
の
流

れ
と
、
こ
の
地
に
関
わ
り
各
々
の
創
作

の
行
く
先
を
模
索
し
た
作
り
手
た
ち
の

姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

美
濃
焼
を
と
り
ま
く
現
代
の
作
り
手
た
ち

第
33
回

《七彩茶入れ》　アーグネス・フス
第14回現代茶陶展　奨励賞（令和４年）

《問自考》　柴田節郎
第１回ユーモア陶彫展　優秀賞（平成９年）
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連続コラム　うちんたぁのお宝、なんやね？

美濃陶磁歴史館だより

イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内

美濃陶磁歴史館　☎55-1245




